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記述問題は設問に答えを合わせること。
東大だけではなく、難関私大も同じだが、文章を
作るのが苦手な人は、最初に外枠を作ってから用
語を入れるようにすると、気持ちが楽になる。

（2）「需要」と「供給」の言葉を使って繋ぎ合わせると
答えが作りやすい。

　家畜の飼料の増加や魚食の普及など需要が高ま　
　る一方で、世界的な漁業資源不足により供給が
　滞っているため。

（3）　エビ-マングローブ（汽水域）
　　　サケ-フィヨルド

（4）「課題」と「取り組み」の2語を使うと、文章が作り
やすく、答えがブレない。

　養殖業は高濃度の餌を使用するので、周囲の生
　態系を壊してしまう課題がある。そのため、稚魚
　の段階から放流して、自然の力で育つ栽培漁業
　の取り組みが進んでいる。





（1）　文章の枠組みを先に作ると、答えが作りやす
い。

中国では1980年代から　　　　　が始まったから。
　　　　　　　　　　　　↓
改革開放政策により、人民公社が解体され、農家の
自由経営

（2）1990年の冷戦崩壊は地理でもポイント
　　→東欧諸国が共産主義を放棄し、どんどんEU圏
　　　が拡大していった。

　1990年の冷戦崩壊により、政府による農業補助金
　が削減され、政府調達による肥料も各農家の責任
　に任されるようになったので、生産性が低下した。

（3) 「食料安全保障」という言葉を知らなければ解けな
　　い。

　　「食料安全保障」
　　農作物の国内自給率を上げ、農業輸出国と衝突
　　した際も、自国民に必要な食事を確保すること。

　　2000年前後には、肉類消費の拡大に伴い、大豆
　　やとうもろこしなどの飼料作物への転作が増え
　　た。しかし、2003年以降は、食料安全保障の観
　　点から、自国民の食用の小麦栽培が奨励された
　　ため。






